
新年あけましておめでとうございます。本年もよろしくお願い致します。

1月は寒さも厳しく、体調も崩しやすくなります。

手洗いやうがいをしっかり行い、食事をきちんととり元気に過ごしましょう。

2021年1月号

まだまだ寒いこの時季、新型コロナウイルス、インフルエンザ、ノロウイルスの予防では、食事の前や外出後の

手洗いで、ウイルスが体の中に入ることを防ぐことが大切です。さらに、栄養バランスのとれた食事と十分な休養、

睡眠をとり、体が病原体に打ち勝つ『免疫』の働きを高めておくことも大切です。

せり、なずな、ごぎょう、

はこべら、ほとけのざ、

すずな、すずしろの

「春の七草」を刻んだ

おかゆを食べて1年の

無病息災をお祈りし

ます。

神様にお供えしたもちを

下げ、木づちや手で割り

ほぐし、お汁粉や雑煮にし

ます。とくに鏡もちを食べ

ることを「歯固め」といい、

歯が丈夫で長生きできる

ようにお祈りします。

昔の暦で、1年の最初の

満月の日で、小豆がゆや

小豆飯を食べます。その

年の豊作を祈る行事や、

お正月の飾りや書初めを

焼く、どんど焼きなどがよ

く行われます。

①土の中にできるやさいです

②色は白いです

③形はまるいです

④「すずな」ともよばれます

「かぶ」はすずのような形にみえることから、「すずな」と呼ばれる

ようになったそうです。

旬は冬で、寒くなると甘味が増します。

根っこの白い部分だけでなく、葉も栄養が豊富で食べられます。
答え：かぶ


